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項 目 要  約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所の事故を受けて再認識された原子力安全への影響

が大きい地震等の自然外部事象に関して、優れた固有安全性を有する高温ガ

ス炉の安全性を更に高めるプラントエンジニアリングを構築することを目

的とし、地震に関する画期的なリスク評価プロセスの開発に資する基盤研究

を実施する。具体的にはAIを用いた地震動波形の生成手法の開発を含めたAI

を用いた革新的な詳細耐震解析技術の開発、プラントライフサイクルにおけ

るデータ収集・更新システムの開発、高温ガス炉等新型炉におけるリスク評

価プロセスの開発を実施する。振動試験の実施にあたっては、安全性への影

響が生じるような事象・シナリオを抽出した上で実施し、その試験の効率化

に資するよう、試験結果の影響度の高いインプットパラメータを学習・抽出

可能な、革新的な実験データ取得手法・システムの開発を行う。さらに、将

来的には、類似試験体において、実振動試験無しに振動試験データの模擬を

可能とするようなシステム構築に資する技術基盤を構築することを目的と

して、以下の研究開発を行う。 

１）AIを用いた革新的な詳細耐震解析技術の開発 

２）プラントライフサイクルにおけるデータ収集・更新システムの構築 

３）高温ガス炉等新型炉の開発段階におけるリスク評価プロセスの開発 

２．総合評価 
Ａ 

・新規性のある耐震評価手法にて有用な知見が得られたことから、高温ガス

炉に限らず、他の炉型、更には他分野の耐震に関する課題を解決できる技

術開発であると評価できる。 

・本成果が規制等に役立つよう、今後、規格化へ展開していくことに期待し

たい。 

  

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


